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静清工業用水道事業　上原配水場　配水池耐震補強工事

《工事概要》
・発注者 静岡県企業局東部事務所長
・工事場所静岡県静岡市清水区上原　地内
・工期　 平成30年11月28日～令和3年8月31日

上原配水場平面図

静岡地区

平井工業株式会社

主執筆者 渡邊素也（00256960）

（現場代理人）

「静清工業用水道」は、静岡市（旧清水市）静清地区の工場へ給水を行う工業用水道管

路である。水源は安倍川上流（静岡市門屋）の伏流水であり、管路総延長は４６ｋｍに及

ぶ。そんな当該管路の歴史は古く、給水の開始は昭和１６年にまで遡り、当時から静岡の

工業需要を支えていた。

この工事は、老朽化した配水池の底版、側壁、支柱にせん断補強筋や増厚コンクリート

を施工することで、耐震性能を向上させることを目的とした工事である。

配水池上部 配水池内部（着手前）



当工事は、せん断補強工（写真１）やコンクリート増厚工（写真２）、それに伴う鉄筋

組立工（写真３）や足場組立工（写真４）等がメイン工種（施工数量が大きな工種）で

あった。それらは鉄筋コンクリート構造物の耐震補強工事としては、広く認知されている

工種であると言える。

しかし、その施工数量に関しては、他工事とは一線を画す内容であった。。前頁の平面

図からも見て取れるように、非常に広大なこの地下空間は、１号配水池と２号配水池に分

かれており、１基につき端から端までおよそ５０ｍあるため、施工規模が極めて大きくな

る。そのため、１基の施工には約１年を費やす大工事となった。

具体的な施工数量の一例を下表１に示す。

１.工事の規模

表１

写真１ せん断補強工 写真２ コンクリート増厚工

写真3 鉄筋組立工 写真4 足場組立工

左表はメイン工種の数量のみを抽出

したものになるが、施工規模の大きさ

が読み取れる。

当然使用する各種材料も膨大な数量

になるわけだが、ここで問題になるの

が材料の搬入路である。配水池にはコ

ンクリートの天井が存在しているため、

施工箇所にクレーンで直接材料を吊り

下ろすことは、物理的に不可能である。

搬入口の設置は、設計に計上されて

いたが、3.5ｍ×2.5ｍの大きさのもの

に限られた。

材料の運搬方法について、次頁で解

説する。



下図-１は開口箇所を表した平面図である。

１号配水池と２号配水池は中壁（図中央緑線）で隔てられており、配水池内部からの相

互の連絡通路は存在していない。したがって、搬入口は１号、２号共に設置が必要であっ

た。図中央上の四角が搬入口である。

前述の通り、施工規模に対して搬入口はあまりにも小さいものであったが、構造上これ

を広げるわけにもいかないため、搬入口から配水池の奥まで材料を運ぶ方法を考える必要

があった。

まず、搬入口真下へは、直接クレーンを用いて材料を吊り下ろすことは可能であった。

そして、搬入口から奥へは、フォークリフトによる移動が最も簡便であると思われた。但

し、配水池内部で内燃機関（ガソリンエンジン）を動力とする機械を使用すると、通風が

不十分であることから、一酸化炭素中毒を引き起こす危険があった。そのため、電動式の

フォークリフト（定格荷重１ｔタイプ）を選定した。

下写真５～７が一連の搬入作業の流れである。

２.材料の搬入について
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写真７ 主にフォークリフトによる移動が必要であった材料

は、コンクリート増厚工における鉄筋や型枠材、足場

組立工における足場材であった。

作業の流れを考えると、底版の鉄筋を組立て後は

フォークリフトが通行できなくなるため、その後の型

枠の運搬ができなくなってしまう。この工事では、如

何に材料の運搬時間を削減できるかが、工事の進捗に

係ってくるため、何らかの対策が必要であった。

次頁では、フォークリフトを最大限に活用するため

に行った工夫について紹介する。



３.施工フローの工夫

左図は施工計画書作成段階におけ

る施工フロー図である。

フォークリフトは鉄筋組立工、型

枠組立工、足場組立工で使用するが、

足場組立工の段階では、既に底版の

増厚コンクリートの打設が完了して

いる。したがって、足場材を運搬す

る際は、フォークリフトは新設コン

クリート上を通行することができる

ため、作業には何ら影響はない。

逆に型枠組立工の段階では、右の

施工フローに従うと、既に底版の鉄

筋組立工が完了しているため、

フォークリフトの通行が不可能と

なってしまう。型枠組立工に要する

材料は、１基につき９００㎡程で

あったが、それを全て人力による運

搬にしてしまうと、単純に作業効率

が悪いというだけではなく、作業員

の士気の低下を招くことから、作業

工程に大幅な遅れが生じることが懸

念された。そのため、型枠組立工時

にも問題なくフォークリフトを使用

することができるように、以下のよ

うに施工フローの工夫を行った。
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左平面図は１号配水池について、上記

の事情を踏まえた上で、新たに計画した

施工フロー図である。

既設構造として、配水池底版には施工

目地（青線）及び導流壁（中央緑線）が

設けられており、それらによって、１基

につき７区画に区分することができた。

さらに同時に施工できる区画をまとめる

ことで、４グループに分けることができ

た。左図の同色に塗られた箇所が、同グ

ループとなる。

作業⑥～⑧を一連の施工サイクルとし、

４回に分けて施工を行った。それにより、

１回目鉄筋組立が完了した段階で、追随

するように１回目型枠組立、１回目コン

クリート打設を行うことができ、フォー

クリフトの導線を最大限確保したまま施

工を進めることが可能となった。



構造物の完成時には、それを完成させるために費やした労力や気苦労、創意工夫と

いったものは目に見えて残ることはない。しかし、形に残らない部分こそ手を抜かず

全力で考え抜くことこそが、技術者としての責務と考える。

今回のように、施工計画について熟考した経験は、自らの技術力を向上させる糧で

ある。また、施工計画にこだわることは、建設業における構造物の品質の高さを維持、

向上させることに繋がる。

土木技術者として、計画段階こそこだわり、心労することが大切であることを再認

識させられた。

４.おわりに


